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知的財産権の取得相談で知

的所有権センターに来訪した

ことをきっかけに支援開始 

・最新の知的財産権制度を活

用する社内意識が一層向上 

・強く広いクレーム・ドラフティ

ングのスキルが向上 

・審査基準における進歩性判断

基準に対応したクレーム・ドラフ

ティングの方法を知りたい！ 

・クレームと作用効果を実証・サ

ポートする実施例・比較例の作

成方法を知りたい！ 
 

知的財産権に関する 

スキルアップのサポート 

もともと知財指向の強い研究開発

型の企業であり、より高い水準に

ステップアップするために、最新

の知財制度の概要と活用方法に

ついて説明 

 

特許権取得に向けたサポート

・自社による先願調査、出願等支

援 

・広く強い権利範囲確保の指導 

・特許庁支援策（先行技術調査早

期審査）の活用支援 

加藤アドバイザーによる支援 

知的財産権を活用して信用力向

上、取引の安全を図りたい！ 

自社製品に特許でガードされた

モジュールを組み込んでいくこと

により競合他社と差別化した商

品を開発したい！ 

広く強い特許出願を自社で内製

できるスキルを習得したい！ 

自社直接出願により  

特 許 出 願 

特願２００７－２３８６０２ 

出願日 平成１９年９月１４日 

早期審査請求による早期登録 

登録番号 特許第４０５９５２０号 

登録日 平成１９年１２月２８日 

株式会社常光 特許情報活用による成果 

                                  
 
 
 
 
 
 
 
 
                                   
                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                  
                                                   

支援先企業の概要 

■会社名 株式会社常光       ■代表取締役 服部 健彦   

■住所 神奈川県川崎市高津区宇奈根     ■設立 1948 年      

■資本金 1 億4,964 万円            

■ホームページ http://www.jokoh.com/

商品名 

ウルトラ･ハイスピード自動固定包埋装置 

Histra-QS 

加藤 革（神奈川県知的所有権センター支部）特許情報活用支援アドバイザーの一言 

初回のご相談は、新規製品を特許網によりガードしたいという趣旨の御相談からスタート致し

ました。 

特許庁支援の先行技術調査を活用しながら、先行技術調査の結果を取り込みつつ、国内優先

権制度を併せて活用して、強く広い権利範囲確保の手法を支援しました。 

今後も、継続的な特許出願による特許網構築の手法を支援したり、輸出を念頭においたＰＣＴ

国際出願の手法について支援していきたいと考えております。 

この支援によって開発・販売された商品 

即日診断が可能な、世界最速 ウルトラ・ハイスピード Quick System 

固定からパラフィン浸透までの処理を 58 分で行います。 

処理時間の短縮と洗浄工程の効率化により、1 日に複数回の処理が可能です。 


